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子どもの健康づくり連携事業＜専門医の派遣＞実践例 

〔専門医による講話〕 

１ テーマ 性についての講演 

２ 対 象 ３年生  

３ 専門医 高橋 一広 医師 

（あかねヶ丘レディスクリニック） 

４ 実施月 ６月 

５ 内 容（キーワード） 

   ダイバーシティ（多様性） 

＝人はみんな違っていること 

   互いの違いを尊重することが大切 

 

 

①健康課題の解決について 

（○）有効だった 

（ ）有効でなかった 

 

＜その理由＞ 

＊女子高校生・男子高校生の

悩みの統計から、男女の性

について、正しい知識を得

て、男女がお互いに気遣い、

支え合っていくことの大切さ

を学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②校内の組織づくりについて  

（○）有効だった 

（ ）有効でなかった 

 

＜その理由＞ 

＊３学年職員を中心に、管理

職、養護教諭と連携して準備

を進めることができた。ま

た、当日の講演会の運営に

ついては、生徒自治会の生

徒らが進行、感想発表、お礼

の言葉等を分担して行うこと

ができた。 

 

 

③校外の関係機関等との連携に

ついて（派遣専門医を含む） 

（○）有効だった 

（ ）有効でなかった 

＜その理由＞ 

＊講師とはメールを通して連

絡を取り合うことができた。 

評価（あてはまるものに○をつけ、理由を記入） 
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〔教科やその他の指導との関連性〕 

〇保健体育・道徳 

 

〔受講者の感想など〕 

○今はインターネットなどで様々なことを知ることができる時代ですが、そのような世の中だからこそ、正

しい知識を持つことで、自分だけでなく、周りの友達や、家族を守ることにつながると知りました。 

〇特に心に残っているのは、ダイバーシティのことについてで、一人一人が違っているということについ

て、そうだと思ったし、何よりもＬＧＢＴＱを理解していくことがこれからの世の中で大切な事だと学ん

だ。 

 


